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Ⅰ ． 一 般 演 題

1 　 口 腔 癌 細 胞 に 対 す る グ リ セ ロ ー ル 単 独 投 与 に

よる増殖および浸潤能抑制効果の検討

櫻 井 賢 ・ 岡 田 康 男 ・ 又 賀 泉

日本歯科大学新潟歯学部 口 腔外科学

第 2 講座

グ リ セ ロ
- ル は変異 した 癌抑制遺伝子 p53 タ

ン パ ク質の 高次構造を元に戻すと い う化学シ ャ ペ

ロ ン様効果 を有 する . 変異型 p5 3 の i n vit r o およ

び in vi v o 実験 に おい て グ リ セ ロ
- ル 処理 で 放射

線と化学療法 の 感受性が増強 され, さらに p 53 タ

ン パ ク質の機能が回復 し, p 53 依存性の ア ポ ト ー

シ ス が誘導 され る と報告され て い る . しか し
,

こ

れまで グ リ セ ロ - ル 単独によ る腫癌抑制効果に つ

い て 臨床お よび基礎 的報告 は ない
. 今回, 口 腔癌

細柑包株 を用 い グ リ セ ロ
- ル 単独投与 による増殖 ア

ッ セ イ および浸潤ア ッ セ イ の in vit r o 実験 を行 っ

た . 口腔癌細胞株を各濃度 グ リ セ ロ - ル で 48 時

間処理 し
, 増殖および浸潤能の抑 制効果 を比較検

討 した . 結果 , 各癌細胞 は グ リ セ ロ
- ル の濃度依

存的に増殖 および浸潤能が 有意 に抑制された . ま

た グ リ セ ロ - ル の 腫 癌 増殖 抑制 機序 な ら び に

C D D P 耐性口 腔癌 に対する効果 に つ い て実験 を

行 っ た の で報告した .

2 　 血 管 柄 付 き 腓 骨 皮 弁 と 歯 科 イ ン プ ラ ン ト に よ

る 上 顎 再 建 ； 1 3 年 経 過 し た 1 例

二 宮 一 智 ・ 又 賀 泉

日本歯科大学新潟歯学部口 腔外科学

第 2 講座

上顎菌肉癌に対する切除後の 欠損に
, 血管柄付

き耕骨皮弁とイ ン プラ ン トにより機能的再建 して

以来13 年を経過 した症例を経 験 した の で報告す

る .

症例 : 59 歳, 女性. 上顎歯肉前歯部正中部扇平

上皮癌, T 3 N O M O ( st a g e Ⅲ) に対 して , 199 2 年 5

月 Le - F o rt I 型 に準 じ
, 後方臼歯部歯槽骨温存

した上顎部分切除を行 っ た . 顎補横を作製した が

機能的に満足 で きず, 同年 1 1 月血管柄付き肺骨

皮弁を採取 し, 皮弁は 10 × 8 c m と 5 × 4 c m の 2

島皮弁採取 して鼻腔上顎洞側 と 口腔側の両面 の 軟

組織欠損を被覆し た . I M Z イ ン プラ ン トを 4 本同

時に脚骨中に埋 入 し
, 耕骨と残存骨および肺骨骨

切 り部を ¶ m in i - pl a t e で固定 した . 上部構造は

イ ン プラ ン トと連結 した ミリ ン グ バ ー 上 に患者可

撤式義歯を作 製 した . 13 年を経過 した 20 05 年 7

月 , 移植脚骨の 吸収 は ほ とん ど認め られず, イ ン

プ ラ ン ト の 動揺や周 囲皮膚 の 炎症 や 過形成 も な

い
. 審美的に は顔貌 の 形態は 自然で , 機能的 に も

構音, 岨暗および峠下機能も良好で ある .

3 　 頭 頚 部 が ん 早 期 後 発 転 移 症 例 の 臨 床 的 検 討

小 田 陽 平 ・ 金 丸 昌 平 ・ 船 山 昭 典

中 里 隆 之 ・ 新 美 奏 恵 ・ 新 垣 晋

齊 藤 力

新潟大学大学院医歯学総合研究科

口 腔生命科学専攻顎顔面再建学講

座組織再建口 腔外科学分野

頭部 リ ン パ 節転移の 的確な把握 と治療成績向上

を目的に
, 原発栄治療後早期 に頚 部リ ン パ 節後発

転移をきた した症例に つ い て検討 した .

対象は 2 003 年 1 月か ら 2 0 04 年 12 月ま で に当

科 を初診 した未治療頭頚部腫癌56 症例 の なか で
,

N O と して 手術 施行後 6 ヵ 月以内に後発転移 が確

認 された 6 例 ( 舌 4 , 上顎菌肉1
,

上顎洞 1) と し


